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○１月13日（金）　19：30～22：00

○広浦集会場（津久見市千怒210-6）

○参加費　会員は無料 ／ 一般は1,000円

○問合せ　加嶋さん　080-2717-9392　

■第229回　津久見例会（通算727回）

■第51回　豊後大野例会（通算726回）　

○１月12日（木）　19：00～21:30

○豊後大野市中央公民館　会議室（２階）　

○参加費　会員は無料 ／ 一般は1,000円

○問合せ　大原さん　090-9070-9988

876-0814

佐伯市東町12-15

加嶋文哉　　様　0

名前につく「様」の後に

　0　の数字がある方は、未納です。　

 -1 の数字がある方は、納入済みです。

間違いがある場合は加嶋までご連絡を！

◎振込先　郵便局　＜口座記号番号＞　01710-8-142651　＜加入者名＞　不登校を考える星の会
（会費未納の方のみ、振込用紙を同封しています。手数料は、会員さんの方で負担をして下さい。）

会費を納めたかどうか

はっきりしない方は…

封筒に貼られた
ラベルを見てください
封筒に貼られた
ラベルを見てください

年会費は3,000円です
2016年度の年会費を納めて下さいね
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1月例会

○１月26日（木）　19:30～21：30

○湯布院町コミュニティセンター

○参加費　会員は無料 ／ 一般は1,000円

○問合せ　立川さん　090-8662-3966　

■第16回　由布例会（通算728回）

●星の会をやめたい方は、加嶋まで電話かメールか手紙か振込用紙（通信欄）等

でご連絡下さい。連絡を受けた時から、会報の発送を止めます。尚、退会の際に

も今年度の年会費は必ず納めて下さい。

退会の
仕方
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◎例会の時に納めることもできます

この会報の製作
経費の一部に赤
い羽根共同募金
の助成金が充て
られています。

■第200回　大分例会（通算729回）　

■第81回　別府例会　（通算725回）　

○１月７日（土）　19：00～21：00

○別府市公会堂　会議室

○参加費　会員は無料 ／ 一般は1,000円

○問合せ　西田さん　090-7389-1577

○１月29日（日）　13：00～16：00

○コンパルホール　視聴覚室（４階）　

○参加費　会員は無料 ／ 一般は1,000円

○問合せ　河野さん　080-5272-9360

          安部さん　050-3639-0915

200 回記念例会なので、通常の例会とは違い、

不登校シンポジウムをします。テーマは「家

が『居場所』となる時」です。当事者と親が

普段なかなか聞くことができないことを質問

します。周りの方を誘ってご参加下さいね。
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イラスト：くさかんむり

当事者たちが発信する

ひきこもりの世界
当事者たちが発信する

ひきこもりの世界

一緒にひきこもりミニコミ誌を創りませんか一緒にひきこもりミニコミ誌を創りませんか

　ひきこもりを説明する人と言えば、 大学教

授 ・ カウンセラー ・ 精神科医 ・ 支援者等々

ですが、 その内容は首をかしげてしまうこと

が多いです。 その一つが 「ひきこもりは、

早く引き出さないと長引く」 ですが、 本当で

しょうか。 「ひきこもり方で違う」 「長引くこと

にも意味がある」 というのが、 私の実感で

す。 そもそも、 「ひきこもり」 という言葉は

当事者以外の人が作った言葉 （概念） で、

当事者たちはその 「ひきこもり」 をしている

とは限りません。

　そこで、 ひきこもりの当事者たちが集まっ

て語りあったことを録音し、 「ミニコミ誌」 と

してまとめ、 社会に発信しようと考えました。

教育・不登校研究所「明日が見える」

所　長　　　加嶋文哉

＜集まる日時＞

毎月第 2 金曜日　13 ： 00 ～ 16 ： 00

＜すること＞

○フリートークに参加 （聴くだけでも良い）

○印刷 ・製本の作業を手伝う

＜フリートークの仕方＞

➀聞きたいことを紙に書いて箱に入れる

➁交ぜた後紙を取り出し、書いた人に「なぜ、

それを聞きたい」 と思ったか話してもらう

③それぞれが、 思うことをフリートークする

＜その他＞

○参加を希望する方は、 事前に連絡して下

さい。 （加嶋 ： 080-2717-9392）

※昨年から取り組んできた 「ひきこもり情報誌」 は 2 月末に完成する予定です。

希望する方には無料で配布します。 詳しく知りたい方は加嶋まで。


